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クリテイカルシンキング （批llJ(I~思考） は，日照に基づいて行われる論.JI！ 的思考ーであり .'!J.；；自的な内併
を伴う思与である.m t に，ク リテイ カルシンキングと肴議のプロセスと併成'tt；｛~を対応づけて検~·「し
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:. ...ふ さ 霊 担 .（王三之リ.＂！.~フとヨントロール）
領 戚 普 遍
領 i実 固 有 （ 看 護 ）
図 1 看 護 に お け る 批 判 的 思 考 の プ ロ セ ス と 構 成 要 素 〔術見， 2 0 1 5 よ り 改 変 ｝
い ， 的 維 な 診 断 に 基 づ い て ， 計 画 を 立 案 し ， 適 切 な
看 護 介 入 を 行 い ， そ の 評 価 を 行 う と い う 看 護 過 程
に お い て 不 可 欠 の も の で あ る （e.g. , L u n n e y ,  2 0 1 2 ) .  
図 1 で 示 す よ う に ， 批 判 的 思 考 と 看 護 過 程 は ， プ
ロ セ ス と 構 成 要 素 に お い て 類 似 性 を も っ て い る （法
波 市 . 2 0 1 5 ）. こ こ で 取 り 上 げ る 「 情 報 の 明 確 化 J r=ti 
論 土 台 の 検 討 J 「 推 論 J 「行 動 決 定 と 問 題 解 決 j と
い う 批 判 的 思 考 の 4 つ の プ ロ セ ス と 構 成 要 素 は ，
E nnis  (  19 8 7 ） に 基 づ い て 楠 見 （2 0 1 1 ） が 改 変 し た も
の で あ る ． こ れ ら の プ ロ セ ス は ， 「 ア セ ス メ ン ト 」
「 分 析 J 「 診 断 ， 計 四 J 「 看 護 介 入 と 割 引 liJ と い う 看
護 過 程 と 対 応 づ け る こ と が で き る ．
( 1 ）「｜、I~報の明確化J には， 診断，計画立案などに
先立って，その根拠となる·j"j~報を集めるため
に， （a ） 患 者 の 客 観 的 ， 主 観 的 デ ー タ ， ニ ー ズ ，
心 配 事 な ど を 明 確 化 す る こ と ， （ b ） 患 者 と の
対 話 に お い て ， 傾 聴 し ， 必 要 に 応 じ て 質 問 を
し て ， わ か ら な い こ と や 言 葉 を 明 確 化 （定 義 ）
す る こ と が 含 ま れ る ． ま た ， （c） 問 題 （仮 説 ，
前 提 ， 危 険 性 な ど ） に 焦 点 を 当 て ， 明 確 化 を
行 う こ と が ， こ こ で は 特 に 重 要 で あ る ． さ ら
に， （d ） 論 理 （結 論 ， 理 由 ， 事 実 ， f ：見 ） を 分 析
し ， 隠 れ た 前 提 を 明 ら か に す る こ と は ， ア セ ス
メ ン ト を 適 切 に 行 う た め に 必 要 な ス キ ル で あ
る ． 明 確 化 は ， メ タ 認 知 に よ っ て 自 分 の 思 考
の 各 プ ロ セ ス を モ ニ タ リ ン グ や コ ン ト ロ ー ル
す る 働 き に 支 え ら れ て い る ． し た が っ て ， あ
と に 続 く 3 つ の プ ロ セ ス に お い て も ， さ ら な
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る 明 確 化 が 行 わ れ る ．
(2 ） 「 推 論 の 土 台 の 検 討 」 に お い て ， :tf日 市 を 支 え る
根 拠 と な る 情 報 と し て は ， 患 者 の 言 動 や デ ー
タ ， 木 人 や 家 族 ， 他 の 医 療 ス タ ッ フ か ら 得 た m
報 や 意 見 ， 出 来 事 や 観 察 結 果 な ど が あ る ． ま
ず， （a） 患 者 の デ ー タ ， 発 話 内 容 ， 報 告 苫 ：な
ど を 分 析 ・ 評 価 し ， （b ） そ の 根 拠 の 確 か さ を
判 断 す る た め に ， 異 な る 情 報 開 で 一 致 し て い
る か ， 確 立 し た 手 続 き を と っ て い る か な ど に
基 づ い て H今 l床 す る ． 看 護 診 断 に か か わ る デ ー
タ や 証 拠 は ， 数 多 く ， 複 雑 で 不 確 実 性 が 伴 う
到 tし さ が あ る ．
(3 ） 「 推 論 J は ， 根 拠 か ら 結 論 を 導 く プ ロ セ ス の こ
と で あ る ． 看 護 診 断 に お い て は ， 大 き く 次 の
3 つ に 分 け る こ と が で き る . (a ） 帰 納 （一 般
化 ） に よ る 臨 床 判 断 は ， 患 者 の デ ー タ ， 徴 候 な
ど の 手 が か り ， 病 歴 な ど の 情 報 を 収 集 し ， 原
因 を 探 り ， 予 測 す る こ と で あ る . (b ） 演 締 （三
段 論 法 な ど ） の 判 断 に お い て は ， 前 提 が 正 し
い か ， ・!U： 論 過 程 を 簡 略 化 し て い な い か ， 誤 っ
た 論 理 や 二 者 択 一 で は な い か の I 今 味 が 必 要 で ・
あ る . (c ） 最 後 の 価 値 判 断 （背 景 事 。実 ， リ ス
ク と ベ ネ フ ィ ッ 卜 ， バ ラ ン ス な ど の 判 断 ） で
は ， 多 面 的 に 情 報 を 集 め ， 比 較 し て 統 合 し て ，
判 断 す る こ と が 大 切 で ・ あ る ． そ し て ， 目 標 や
優 先 順 位 を 考 慮 し て ， 看 護 計 画 を 立 案 す る こ
と に な る ．

































































結果 （Abra.mi.eL al. 2008），事前事後の成績の向上
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に ， 導 入 教 育 や 教 義 教 育 で ＇ （ J：， 新 聞 記 事 を 客 観 的
証 拠 や 対 立 意 見 に 若 目 し て 分 析 す る こ と ， 専 門 教
育 に お い て は ， 学 術 論 文 を 研 究 手 法 ， 分 析 法 ， デ ー
タ の 解 釈 な ど に ！ mら し て ， 批 判 的 に 読 解 す る 活 動
が 重 要 で あ る ．
第 2 は ， 第 1 の 新 聞 記 事 や 学 術 論 文 ， さ ら に 看
護 事 例 （ケ ー ス ） に 関 す る 討 論 に よ っ て ， 発 表 や
能 il/J的 傾 聴 ス キ ル を 含 む コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ ン ス キ
J レ を 育 成 す る こ と で あ る ． こ こ で は ， 教 師 iに よ る
有 意 義 な 問 題 提 起 と ， 学 生 の 反 応 を 引 き LB す 工 夫
が 必 要 で ‘ あ る ．
第 3 は ， レ ポ ー ト や 論 文 作 成 に よ っ て ， 分 析 的
思 考 と 自 己 表 現 力 ， 創 造 性 を 育 成 す る 活 動 で あ る ．
特 に ， 専 門 教 育 に お け る 実 習 レ ポ ー ト ， 卒 業 論 文 ，
修 士 ・ 時 士 論 文 の 作 成 は ， 研 究 リ テ ラ シ ー を 支 え る
批 判 的 思 考 力 を 育 成 す る う え で 重 要 な 意 味 を も っ
て い る ． レ ポ ー ト や 論 文 を 書 く と き に は ， 経 験 の
探 り 返 り や ， 複 数 の 立 場 に 立 っ た 論 理 や 主 張 に つ
い て 熟 考 す る こ と を 方 向 づ け る こ と が 重 要 で あ る ．
第 4 は ， 近 年 ア ク テ イ ブ ・ ラ ー ニ ン グ に お い て 重
子 見 さ れ る グ ル ー フ 。 活 動 で 、 あ る ． プ ロ ジ ェ ク ト ベ ー
ス 学 習 で 代 表 さ れ る よ う に ， 目 標 を 設 定 し て ， 共
同 作 業 を 進 め る 学 習 は ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ
ル に 加 え て ， 問 題 解 決 や 立 思 決 定 ， 創 造 の ス キ ル
を 育 成 す る こ と を 目 指 す ． こ れ は ， 将 来 ， 職 場 で
必 要 と さ れ る 実 践 的 能 力 と も 結 び ‘ つ く ．
批 判 的 思 考 教 育 に お い て 重 要 な こ と は ， 大 学 初
年 次 か ら 専 門 教 育 ま で の 体 系 性 で あ る ． す な わ ち ，
(a ） 導 入 教 育 で は ， 大 学 で 学 ぶ た め の ア カ デ ミ ッ
ク リ テ ラ シ 一 教 育 と し て ， ラ イ テ イ ン グ や プ レ ゼ
ン テ ー シ ョ ン ， 情 報 の 活 用 な ど の 指 導 に お い て ，
汎 用 的 な 批 判 的 思 考 ス キ ル を 明 示 的 に 教 え る プ ラ
ク テ イ ス を 入 れ ， 各 自 の ス キ ル の 定 着 を 目 指 す 点
で あ る ． そ こ で は ， 学 習 者 間 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン
を 促 す よ う な 間 い と 説 明 ， 発 表 ， 討 論 の 場 面 を つ
く る こ と が 重 要 で あ る （ 倒 見 ら ， 2012 ， な ど に さ ら
に ， （ b ） 教 養 教 育 に お け る 哲 学 ， 倫 理 学 ， 心 理 学 ，
法 学 ， 科 学 技 術 論 な ど の 綬 業 で は ， 思 想 、 や 理 論 ，
デ ー タ ， 現 実 社 会 の 諸 問 題 を 通 し て ， 汎 用 的 な 批
判 的 思 考 ス キ ル や 態 度 を ， 倫 理 的 判 断 や ， 心 や 杜
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会 ， 科 学 な ど の 領 域 に i盛 山 で き る よ う に す る こ と
で あ る . (c ） 看 護 の 専 門 教 育 で は ， 石 ・ 設 の 理 論 を
学 び ， 実 習 を 通 し て ， ア セ ス メ ン ト － 看 護 診 断 の
プ ロ セ ス に お い て 批 判 的 思 考 が ど の よ う に 働 く の
か を 学 び ， 実 践 に 生 か す こ と が で き る よ う に す る
こ と が 大 切 で あ る ．
IV. 批 判 的 思 考 の 評 価
批 判 的 思 考 を 評 価 す る 目 的 は ， 大 き く 4 つ あ る ．
第 1 は ， 批 判 的 思 考 力 育 成 の 教 育 実 践 の フ ィ ー ド
パ ッ ク の た め の 効 果 測 定 で あ る ． 長 業 の 改 善 ， 教
師 自 身 の 評 価 の た め に 用 い る ． 第 2 は ， 学 習 者 の
現 状 把 握 の た め で あ る ． こ れ は ， 指 導 計 画 を 立 て
る う え で 重 要 で あ る ． 第 3 は ， 学 生 へ の フ ィ ー ド
ノ f ッ ク ， 自 己 チ ェ ッ ク ， 動 機 づ け の た め の 評 価 Iiで あ
る ． 第 4 は ， 大 学 教 育 ー の ア ウ ト カ ム 評 価 の た め の
測 定 で あ る ． 米 国 に は ， ア ウ ト カ ム 評 価 の た め の
テ ス ト と し て ， 大 学 修 業 評 価 （C L A  +  :  Collegiate 
L e a r ning  A ssess m e n t ） な ど ， 校 数 の テ ス ト が あ
る ． こ れ ら は 学 士 号 ， G P A に 代 わ る 就 業 の た め の
能 力 指 標 と し て 償 う こ と も 考 え ら れ て い る （倒 見 ．
2014 ).  
批 判 的 思 考 の テ ス ト の 形 式 は 大 き く ， 多 )J支 選 択 テ
ス ト と 記 述 式 テ ス ト に 分 け る こ と が で き る ． 多 )J支
選 択 式 の 内 容 は ， i& 鐸 ・ 侃 納 f(:：論 ， 論 証 評 価 ， 論 理 ！
の庇偽，芳Hf~ ， 仮説同定，読解，情報ソースの信頼
性 評 価 な ど に ｜ 却 す る 思 考 ス キ ル で あ る . ・w a t s o n -
Glaser Criも ic al T h i n k in g  A p p r aisal (Watson &  
G laser,  1980 ） や C or・1児 I Critical T h i n k i n g  Test 
(Ennis  &  lvfil m an ,  1985 ） は， こ れ ら の ス キ ル を 測 定
す る 標 準 化 テ ス ト で あ る ．
記 述 式 テ ス ト で は ， あ る 材 料 （テ キ ス ト ・ 閃 表
な ど ） に 基 づ い て 議 論 を 構 築 さ せ た り ， 批 評 ・ 評
価 ， 現 実 的 な 問 題 解 決 な ど に 関 し て 記 述 を さ せ る ．
そ し て ， 議 論 の 構 成 ， 証 拠 の 信 頼 性 検 証 と 正 確 な
解 釈 ， 他 の 可 能 性 の H今 l床， 一 般 化 な ど の 多 角 的 な
観 点 か ら 評 価 す る ． こ れ ら は ， 批 判 的 思 考 力 を 現
実 ； 場 而 に 近 い 総 合 的 能 力 と し て と ら え よ う と す る
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